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H22.

共同実施だより



☆昇給は、毎年１月１日に昇給日前１年間における職員の勤務成績について、監督者(校長)の証明を得て行う。この場合において、当該証明が得られない職員(※)は昇給しない。
　　　　　　　　※｢当該証明が得られない職員｣とは、昇給日前１年間の全部又は大部分を勤務していないことなどにより、勤務成績を判定することができない職員をいう。
昇給区分
	昇給区分

（勤務成績の区分）
	昇　　給　　号　　給

	
	特定職員（校長）
	一般職員
	高齢職員(５５歳超)

	極めて良好　Ａ
	８以上
	８以上
	２以上

	特に良好　　Ｂ
	６
	６
	１

	良好（標準）Ｃ
	３
	４
	０

	やや良好でないＤ
	２
	２
	０

	良好でない　Ｅ
	０
	０
	０


＊Ａ・Ｂの適用は、特別昇給（１０年勤続・２０年勤続・育休復元等）の取り扱いを考慮して８号給を上限に行う。（残りは次年度勤務良好な場合のみ持ち越しＯＫ）

＊Ｄ・Ｅの適用は減給・停職処分・戒告処分を受けたり、指導改善研修の開始・延長の措置を講じられた職員の他
	私傷病休暇等により昇給日前１年間の１／６以上勤務していない職員はＤ

私傷病休暇等により昇給日前１年間の１／２以上勤務していない職員はＥ　

など私傷病も関係するので要注意！！


☆復職調整とは・・・休職のため勤務しなかった職員が復職等した場合において他の職員との均衡上必要があると認められるときは、休職等の期間を規則に定める換算表により換算した期間を勤務したものとみなして号給を調整することです。
　　　　　　　　　　休職のみでなく、病気休暇から勤務に復帰した職員で「昇給区分Ｄ」

　　　　　　　　　　に決定された職員も実施することになりました。
＊換算率等・その他詳しく知りたい方は、各学校の事務職員にお尋ねください。

育児休業は平成１９年８月１日より１／２以下から１００／１００になっています。
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